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ジャケット( ｽ ｴ ｰ ド) ･………･……･……･…３００，０００円
ブラウス( 毛' 0 0 % ) …. ………………………９５，０００円
パンタロン( ｽ ｴ ｰ ド) ･ ……. ………………３００，０００円
詮ｵ ｰ ｿ ドｯ ｸ ｽ なﾗ ｲ ﾝ ｶ ﾐ かえづて新しい･

言．

ｑ
Ｉ
ｌ

‐
’
○
日
Ⅱ
■

０

宮

G ＩＶＥＮＣＨＹ』『

』
画

※表示価格の3 ％を消費税とじて、別途頂だいいたしま魂

樺コクのあるワインカラーで､ 大人の女を表現。

１

グー-

７－
／ スーツ(毛1 0 0 % ) ･ …………･…．．…………２５０，０００円

ブラウス( 絹1 0 0 % ) …･ …………･ …………１７０，０００円

』

1〃

牌

惨 l フヘＩＭＡＩ更ＵＫｏＢＥ１~ 4 階･ 地1 階は7 時まで営業
電話(078)331-8121<水曜定休＞５階～屋上･地２階は6時30分まで営業

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ますますそのｴ ﾚ 万ﾝ ｽ を色濃く､ 深くしていくので宙

年を重ねるごとに､ 女性の魅力は深まりま宙女らしくなる、

／

キャリアを重ねた
エレガンス｡

１

しなやかに円熟していく。それと同じようにジバンシイも、

デザイナーがキャリアを重ね､ 生みだしたエレガンス。
磨かれた本物を身につけたいあなたに､ ジバンシイの秋。
■３階ジバンシィヌーベルブティック

こんなに､神戸で式一.‐
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美しさ、はじまる秋。

P ＥＲ

惨

トー

'-１

SanOhe

Ｈ

神戸市中央区元町通２－５－７
ＰＨＯＮＥ（0 7 8）3 3 1 - 4 7 0 7

営業時間ＡＭ１１：00～PM7：00（水曜休）

女性がもっとも美しく見える服づくり－．クリツィアの心です。
この秋、生まれかわったサノヘからあなたにお届けいたします。
〈クリツィア．ウォモはヌーベルサノヘにて扱っております｡〉

劇

Ｓ
会

ＫＲｌＺｌＡｏＫＲＩＺｌＡＰＯｌ･ＰＯｌＢＹＫＲｌＺｌＡ・KRlZlAJEANS
風
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１
４
日

や
わ
ら
か
な
陽
差
し
を
あ
び
て
、
ゆ
っ
く
り
と

花
嫁
が
降
り
て
く
る
。
夏
の
海
辺
で
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で
、
デ
ィ
ス
コ
で
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
っ
て
い
た

学
生
時
代
の
彼
女
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど

オ
み
た

優
雅
な
大
人
の
女
性
に
変
身
。
き
っ
と
あ
れ
こ
れ

と
思
い
悩
ん
で
選
ん
だ
で
あ
ろ
う
純
白
の
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
、
そ
の
胸
も
と
に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
真
珠
が

き
ら
め
い
て
い
る
。
今
日
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の

新
し
い
カ
ッ
プ
ル
を
そ
っ
と
見
守
り
な
が
ら
．
：
。

ロ

ノ、

ｑ山勝真珠さんちか店三宮さんちか(ローザアベニユー）ＴＥＬ､ 0 7 8 ( 3 9 1 ) 4 3 2 5
京都アーバンクロス店･ 心斎橋店･ 岡山店

④山勝真珠
〒6 5 O 神戸市中央区山本通２丁目５番３号
（パールストリート）T E L O 7 8 - 2 3 1 - 8 1 4 1
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フルートの帝王､ ジャンービエール･ ランハル" リサイタル

懇親パーテｆ－は､ プｯ ﾌ ｪ 形式でございま魂

ﾌ ﾙ ｰ ﾄ とルーカーの夕べ
３ピアノ:ジョン･ステ旨イール･リッター●共演:フルートアンサンブル蝋エリオ〃

今世紀雌高のﾌ ﾙ ｰ ﾃ ｨ ｽ ﾄ 、
「フルートの帝王｣ ジャンーピェール･ ランパルのﾘ ｻ ｲ ﾀ ﾙ と、

彼と共演者を閉んでの懇親パー殉一・
1周年の感謝をこめて､ゴージャスなひとときをお届けいたしますも

I」

新神戸オリエンタルホテル
r フルートとパーティーの夕べ｣ 係

お問い合せは

TEL(078)291-1121㈹

ｌＲｌＢＤＥＡＮ皇Ｔ~、職KＥ 、
戸

剛

鰯

Ｌ』

,周‘ﾘ鋤雑謎ｙ
,ま ホ

Ｉ載篭自圃翁認急

●新神戸オリエンタルホテル4 F フロント●さんちかプレイガイド
または1 2 F女化教室エリオカウンター●子”G ~鞍i m o 6 - 3 6 3 - 9 9 9 9

上島千佳平尾多美納桜井良子

画パーティー：
大宴会場｢真珠｣ ( 1 0 F）

お一人様(自由席制）￥10,000
(津聴墓鱒蚤お鱗…)及砿）

チケットのお求めは

紗
新神戸オリエンタルホテル
〒6 5 0 神戸市中央区北野町1 丁目

品
磯

霧
》
趣

本尚美 鈴木淳子吉岡美恵子長谷川博子安藤史子熊本尚
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これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です

９月号目次●１９８９．Ｎ０３４１
表紙／（故）小磯良平
セカンドカバー／西村功
９神戸つ子‘8 9 ／花柳芳恵一子・上田貴弘
１２ある粟い／秘笹クラブ関西支部･ モードメイトミチコ
１５神戸スナップ／神戸市役所新庁舎
１６美の小箱／文・増田洋／絵・保ケ淵静彦
１８神戸新景／カメラ・小山保
２９私の意見／臼杵裕子
３１随想四題／村上のぶ子・符倉古照・小坂洋子・岡田美代
３５地域文化論／嶋田勝次
３６エッセイ・旅のかたち< 1 3 ＞安水稔和絵・中西勝
３８俳風エッセイ・和田悟朗絵・津高和一
４０音楽夜話／コマキストクラブ誕生／北嶋敏男
４２経済ポケットジャーナル
４４キャンペーン座談会／ウインデイ三宮が魅力ある劇場都市の“眼”に
出席者／森本泰好･ 野村克彦･ 東条隆裕･ 熊野稔･ 古川周二・長濯基夫
久利計一･ 中本信一･ 安藤輝雄．竹内孝･ 西昇･ 中西敏之･ 高木剛

5 2 W F F 情報ﾍ ﾟ ｰ ジ
５６結婚特集（１）一対談ｒ現代結婚事情」

卜沼恵美子ＶＳ小関三平
６４結婚特集（Ⅱ）一結婚したい男女が誌上で自己P Ｒ
７０結婚特集（Ⅲ）一幸せいっぱいノ結婚アルバム
７４ネオモーダメルヘン／藤原順子
７６ファッションスポット
８４神戸のお嬢さん／長部浩子・植野智子
1 1 7 コーヒーブレイク
1 1 8 動物園飼育日記( 2 8 5 ) ・ゾウの動物園史／亀井一成
1 2 2 垢題のひろぱ／岸野利男・長田神社
1 2 ４ふたたびプロフェッサーP の研究室／岡田淳
1 2 6 K O B E シヤーロックホームズの冒険< １〉／前田和穂
1 2 8 神戸を福祉の街に( 1 8 9 ) ／橋本明
1 3 1 K F S ニュース
1 3 6 出会いの旅／スタインウェイをたずねて２．羅清水
1 3 8 神戸百店会だより
1 4 0 有馬蔵時記
1 4 2 猫じゃらし／ラッキー極松
1 4 4 モダンカルチャー
1 4 6 シネマ試写室／１割千利休J ／淀川長治
1 4 8 ぴつといん
1 5 0 ポケットジャーナル
1 5 3 神戸っ子倶楽部会員情報
1 5 4 るぽるた一じゆ神戸３／無坊庵・綿貫宏介の世界

文・有井基
1 6 0ショート・ショート〈４〉／W h e r e v e r Y o u M a y G o

玉岡かおるカット・疎原諒
1 8 0 ポエム＆コラージュ／金月昭子
１８２海・船・港／観光潜水艇・かどもとみのる
カメラ／米田定蔵・池田年夫・松原卓也・森田篤志
目次カット／植松圭二

１
Ｊ

司
句

む

/<掌/／必'‘‘"~Iダ↓‘
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明治の神戸経済界の巨人・松方幸次郎が、壮大なロマ
ンと巨費をもって収集した「松方コレクション｣ 。
世界３大美術コレクションの１つと言われながら、幾

多の時代の苦難の中にはかなくも崩壊した、この絢澗た
るコレクションを追跡し、ここにその再現を試みる。幻
に終った美術館建設構想など、市民・国民の文化向上を
願ってやまなかった松方の熱, 情と夢を蕊神戸百年の今ふ
り返る。フランスからの初来日の作品をも含む総数約1 5 0
点を展観。（写真はドガかるたを手にするメアリー・カサット｣ ）

９月14日し11月26日休館日/毎週月曜日･11月７日
主催／神戸市立博物館・神戸新聞社・神戸市民文化振興財団

当日入場料／一般￥1 , 0 0 0 ．大学生￥8 0 0 ．高校生￥6 0 0 ・中小生￥4 0 0

暇

①
第
３
回
リ
サ
イ
タ
ル

いよいよ９月1 4日（木）開幕／
神戸市制1 0 0 周年記念特別展

松方ﾆﾙｸｼﾖﾝ震
一いま匙る夢の美術館一

一義時芳明

腿i’:識
Ⅲ作謡蒜

両

車儲腫箪幽

君
栖
宮
金
否
阻
村

一
、
大
和
蕊
か
く
し
道
成
寺
一
良
蝋
春
興
鏡
獅
子

卿
蹄
屈
乙
中
胃
払

艮
政
岡
亮
伽

■
フ
ロ
ク
ラ
ム
’

苦
海
吉
金
盃
桓
什

一
刑
施
吉
原
雀
一
・
柵
危
田
螺
・
と
鳥

睡
山
買
頃
陸
冠

平
成
元
年
９
月
釦
日
（
土
）
午
後
３
時
開
演

神
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル
／
チ
ケ
ッ
ト
５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

卿
吉

Ｗ
焚
婁
健
陵
屑

宜
田
圃
糞
珊
切

Ｌ
主
催
／
若
柳
吉
金
吾
の
会
遜
０
７
８
（
３
４
．

凹
堺
／
而
水
公
醐

凸

や神戸市立博物館
〒65 O神戸市中央区京町2 4 番地ＴＥＬ. ( 0 7 8 ) 3 9 1 - 0 0 3 5

〆

年、

愚
型

匹畢

_Z段」

裡
二

羅
壷L

．
』
■
・

『
Ｐ
Ｏ
ｈ
虹
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メリーヒル
ゲルラン
ポンフカヤ
シス

ルーブンレ・
プライタツレサロン

タミイアナ
オフ
クロードレマ
タカノ
ココ山岡
三愛
キャンテオッド･ マスアラプグレツツ
メイソングレートゥエンティワン
フォーセットミシュー ･ エタム
ベオ ･ ﾄ ンＡｕＲ
ラッキーズリーフノット
ハニーハウスアトモスフェール
イーストポーイヴィッキー
Ｗヒド雌カポ
フェアリーキャトルセゾン
ザンパハウスオブローゼ
リッブ‘スター他Ｉツフィーナ
ペイトンフ ･ レイスワコール
ウマフトリンプ
パルチザンラパブル
クレヨンミセラン
マリークヮントシェル

神戸･ 三宮、さんフ･ ラザ2 . 3 Ｆ
センタープラザ３Ｆ

営業時間ａｍｌｌ:Ｏ０－ｐｍ８:００
ＰＨＯＮＥ－０７８．３３２．１６９８
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傍

憲需扉" ･ …
鰯盈Ｍａｃ

〃

｝蝉

ＨＥＡＤｏＦＦＩｃＥ７ＦＮＥｗｃＥＮＴＥＲ１－６-22／sA N N o M l Y A - C H o c H u o - K U K o B E C l T Y O 7 8 - 3 9 2 - 1 6 5 1
S A N N O M l Y A M A C S A N N O M l Y A C E N T E R - G A I 1 0 7 8 - 3 9 1 - Ｏ８９５
ＴＨＥＢＬＡＺＥＲＳＨＯＰＭＡＣＴＯＲ－R O A D O 7 8 - 3 9 1 - 0 8 9 6
D O L C E M A C S A N N O M I Y A C E N T E R - G A l 2 0 7 8 - 3 3 2 - 0 1 4 1
F E ＳＴＡＭＡＣＨ１ＭＥＪＩＦＥＳＴＡ２ＦＯ７９２－８９－４７３８
ＢＥＮＥＴＴＯＮＭＡＣＨＩＭＥJ l F E S T A 3 F O 7 9 2 - 2 2 - 1 3 3 3
F u J l l D A l M A R U M A C K Y o T o F u J l I D A I M A R u 2 F O 7 5 - 2 1 1 - 0 8 5 7
s u N v l o L A M A c T A K A R A z u K A s u N v l o L A 3 F O 7 9 7 砦7 1 - 4 8 3 0
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神
戸
は
、
何
で
も
日
本
で
〃
初
め
て
″
が
好
き
な
街
で
す
。

そ
ん
な
神
戸
の
街
で
、
し
か
も
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

や
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
の
オ
ー
バ
や
、
話
題
の
新
神
戸
オ
リ
エ
ン

タ
ル
劇
場
が
一
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
て
活
気
づ
く
、
生
田
川
の
街

角
に
、
兵
庫
銀
行
新
神
戸
店
が
開
店
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
新
神
戸
店
は
、
私
を
始
め
と
し
て
行
員
全
員
が
女
性
と
い

う
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
「
女
の
時
代
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
先
端
を
行

く
マ
ド
ン
ナ
銀
行
支
店
は
日
本
初
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
紙
や
女

性
誌
に
ま
で
ご
紹
介
い
た
だ
く
と
い
う
凄
い
反
響
に
、
当
の
私
が

面
く
ら
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

ご
く
普
通
に
、
淡
々
と
仕
事
を
続
け
て
来
た
も
の
に
と
っ
て
、

女
性
だ
か
ら
と
い
っ
た
甘
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
只
、
現
代
は
、
ハ

イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
銀
行
の
中
で
も
ど
ん
ど
ん
進
行
し
、
商
品
内

容
も
業
務
も
、
金
融
か
ら
証
券
、
外
貨
、
保
険
、
不
動
産
、
遺
産

相
続
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
な
設
備
や
業
務
が
進
む
な
か
で
、
私
た
ち
女
性
ス
タ
ッ

フ
は
、
銀
行
の
中
へ
一
歩
入
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
ソ
フ
ト
な
雰

囲
気
に
と
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
、
応
待
に
も
心
が
け
て
親
し
み
や

す
く
接
客
し
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
神
戸
の
街
へ
の
意
見
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
考
え

て
み
れ
ば
、
私
は
西
宮
か
ら
通
勤
し
往
復
の
道
中
し
か
神
戸
を
見

て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
て
も
〃
住
み
や
す
い
街
″
と
い

う
印
象
が
、
四
国
高
松
の
出
身
の
も
の
に
と
っ
て
も
感
じ
ら
れ
る

こ
と
で
す
。

た
だ
、
い
つ
も
神
戸
は
道
を
掘
り
起
し
て
い
る
な
と
い
う
の
が

実
感
で
、
道
が
き
れ
い
に
な
る
の
は
い
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
ガ

ス
工
事
や
、
下
水
工
事
や
、
道
路
工
事
と
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
掘

り
起
こ
す
の
は
費
用
が
も
っ
た
い
な
い
気
が
い
た
し
ま
す
。
市
民

の
税
金
は
、
何
度
も
同
じ
こ
と
に
使
っ
て
欲
し
く
な
い
、
大
切
に

よ
く
考
え
て
使
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

最
近
、
私
は
ピ
ア
ノ
の
お
稽
古
を
始
め
ま
し
た
。
年
も
考
え
ず

楽
し
く
熱
中
し
て
い
ま
す
。
神
戸
の
街
に
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
の
よ
う
な
世
界
の
ト
ッ
プ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
演
奏
で
き
る
い
い

ホ
ー
ル
を
創
っ
て
下
さ
っ
た
ら
も
っ
と
嬉
し
い
の
で
す
が
。

八
兵
庫
銀
行
新
神
戸
支
店
長
Ｖ

臼
杵
裕
子

世
界
の
一
流

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

演
奏
す
る
ホ
ー
ル
を

□
わ
た
し
の
意
見

１
２９
１
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スモール・バウムクーヘン“コペンハーゲン”の
北ヨーロッパを代表するお菓子バウムクーヘン。

この秋年輪の味わい
新しく
生まれ変わりましたスモール･ バウムクーヘン

〈コペンハーゲン〉

味わい深い素朴な味をどうぞ。

穂
離
薙
識
鶴
鱗
識
蕊

；

☆健保適用

童柿沼産婦人科

ユヴW h o ｡ 刀工外■

産婦人科・内科（女性専科）

新しい感覚でさまざまな女性の
８個入……………1 , 0 0 0 円
1 2個入…….. .……1, 5 0 0円
1 6個入…，｡．………2 , 0 0 0円

' 悩みにお応えします。

芦屋市公光町７番1 1 号
阪神芦屋駅北へ１分
芦屋警察署東隣り
雷（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4
（ＦＡＸ兼用）

②

3０一 北欧の銘菓一
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ぐ
れ
な
５
つ
の
ホ
ル
ン
」
と
い
う
単
行

本
に
し
て
、
七
月
五
日
に
出
版
し
た
ば

か
り
で
す
。
５
つ
の
ホ
ル
ン
に
代
表
さ

れ
る
、
収
録
者
五
人
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

の
お
も
し
ろ
さ
が
、
な
か
な
か
好
評
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
各
人
が
、
創
作
活

動
に
一
層
力
を
入
れ
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
支
部
で
は
昨
年
か
ら
、
少

し
大
き
な
企
画
で
す
が
、
小
学
生
対
象

の
「
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
の
作
文
と
詩
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
い
、
成
果
を
収
め

ま
し
た
。
只
今
、
二
回
目
を
開
催
中
で

す
。
沢
山
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

今
は
、
地
方
の
時
代
、
と
い
わ
れ
て

久
し
く
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
、
あ

ち
こ
ち
で
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
出
版
文
化
に
も
、
そ
の
地
方

の
薫
り
高
い
ペ
ン
の
花
が
咲
く
、
地
方

の
時
代
が
訪
れ
な
い
も
の
か
と
、
一
人

勝
手
に
夢
み
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
が
子
供
の
頃
は
、
町
の
子
も
田
舎

の
子
も
お
し
な
べ
て
、
遊
び
道
具
の
多

く
は
、
豊
か
な
自
然
か
ら
も
ら
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
タ
ン
ポ
ポ
の
茎
で
作

る
水
車
、
野
の
草
で
作
る
草
ぶ
え
、
男

の
子
達
は
、
青
竹
を
割
っ
て
ス
キ
ー
を

作
っ
た
り
し
た
。
懐
か
し
い
思
い
出
ば

か
り
で
す
。
い
つ
の
ほ
ど
か
ら
か
、
私

は
、
詩
や
童
話
を
書
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
十
年
前
、
仲
間
を
誘
っ
て
日

本
児
童
文
芸
家
協
会
の
関
西
支
部
を
結

成
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
同
人
誌
を
出

す
こ
と
に
な
り
、
皆
で
考
え
雑
誌
名
を

「
あ
し
ぷ
え
」
と
付
け
ま
し
た
。
そ
の

創
刊
号
に
私
は
、
雑
誌
名
と
同
じ
題
の

「
あ
し
ぶ
え
」
と
い
う
、
こ
ん
な
詩
を

載
せ
ま
し
た
。

教育報煮汁刊1 2 0 0 円

の
ず
ら
に

ひ
び
く

あ
し
ぶ
え
は

い
つ
か
ど
こ
か
で

聞
い
た
ふ
え

や
さ
し
い
母
を

お
も
う
ふ
え

の
ず
ら
を

随

想
『
四
題

花
咲
け
地
方
出
版
文
化

| 識1 識灘鷺

こ
れ
は
、
私
の
児
童
文
学
に
対
す
る

思
い
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
支
部

結
成
十
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
、

「
あ
し
ぷ
え
」
創
刊
か
ら
一
一
十
一
号
ま

で
の
作
品
を
、
作
者
の
自
選
で
「
き
ま

わ
た
る

あ
し
ぶ
え
は

わ
す
れ
た
も
の
を

お
も
う
ふ
え

だ
い
じ
な
も
の
を

お
も
う
ふ
え

村
上
の
ぶ
子

八
童
話
作
家
Ｖ

あしぷえ例会〔村上さん宅にて）

■

『零悪
3１

画

虫

唖誓

蕊
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議
議
議
議
群
議
議
簾

圭
有
風
呂
敷
、
油
単
、
そ
し
一

な
ど
、
昔
の
紺
屋
の
職
人
識

達
が
当
時
は
大
切
な
木
綿
雷錐・

の
布
に
心
を
込
め
て
染
め
蕊

あ
げ
た
素
晴
ら
し
い
も
の
鶴・鍵

ば
か
り
／
，
ス
ケ
ー
ル
の
錘
一識

大
き
さ
、
文
様
の
ユ
ニ
ー
』
識騨鶴

ク
さ
、
流
麗
な
線
引
、
こ
》
蝉

れ
ぱ
か
り
は
小
さ
な
写
真
癖

な
ど
で
は
ど
う
に
も
な
り
灘討

ま
せ
ん
。
実
物
を
み
て
頂

く
他
、
実
感
は
湧
き
ま
せ

仕
事
上
の
必
要
か
ら
集
め
ま
し
た
、

古
い
藍
木
綿
の
お
お
ら
か
な
文
様
の
、

の
び
の
び
と
し
た
面
白
さ
を
見
て
い
た

だ
い
た
方
々
の
多
く
が
「
是
非
、
こ
う
し

た
も
の
は
公
開
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
」

と
、
そ
ん
な
声
に
ほ
だ
さ
れ
て
、
木
綿

の
館
建
設
の
想
い
を
私
の
生
ま
れ
故

郷
、
西
脇
市
の
石
野
市
長
に
話
し
、

又
、
商
工
会
議
所
の
在
田
会
頭
ら
の
肝

い
り
も
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
世
界
的
な

繊
維
の
街
、
西
脇
市
に
ス
ペ
ー
ス
を
頂

い
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
末
期
か
ら
、
庶
民
階
級

に
は
重
宝
な
も
の
と
し
て
沢
山
作
ら
れ

た
婚
礼
や
来
客
用
の
布
団
の
表
地
、
夜

圭
有
風
呂
敷
、
油
単
、
そ
し
て
の
れ
ん

灘議
四

題
識篭蕊
鯉謬蝉

砥

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は

藍
木
綿
の
美
術
館

で

ん
。
常
々
見
な
れ
て
い
る
私
で
も
、
改

め
て
見
直
し
て
み
る
時
々
に
、
い
つ
も

新
た
な
感
銘
を
受
け
て
い
る
程
で
す
か

ら
。平

和
に
徹
し
た
江
戸
時
代
の
余
韻
を

多
く
残
し
て
い
る
吉
祥
文
様
の
数
々

は
、
必
ず
や
皆
様
方
の
脳
裏
に
日
本
人

の
心
意
気
と
限
り
な
い
郷
愁
を
蘇
ら
せ

「
日
本
人
万
歳
ノ
。
」
の
気
持
ち
に
さ
せ

る
も
の
ば
か
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
美
術
館
ば
や
り
の
昨
今

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
庶
民
的

な
作
品
群
を
収
容
す
る
美
術
館
づ
く
り

を
考
え
る
時
、
「
格
調
高
く
ノ
．
」
と
か

「
権
威
の
あ
る
／
、
」
と
か
言
っ
た
従
来

の
パ
タ
ー
ン
を
や
め
て
『
ご
来
場
く
だ

１
３２
１

謹蕊Ｉ
一心に製作中の笹倉さん 笹

倉
玄
照

八
吉
兆
藍
木
綿
製
造
家
Ｖ

さ
る
方
々
の
目
の
高
さ
で
見
て
頂
け
る

美
術
館
」
と
い
う
こ
と
で
「
芝
生
の
中

に
入
ら
な
い
で
下
さ
い
」
で
は
な
く
て

「
芝
生
の
中
に
入
っ
て
、
お
く
つ
ろ
ぎ

下
さ
い
／
・
」
と
い
っ
た
考
え
方
の
運
営

を
主
体
に
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
加
西
市
の
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
し
た
、
催
し
物
め
ぐ
り

を
楽
し
め
る
バ
ス
ッ
ア
ー
の
中
に
組
み

入
れ
て
頂
け
る
様
な
魅
力
の
あ
る
美
術

館
に
し
た
い
と
夢
見
て
お
り
ま
す
。

〃
神
戸
っ
子
″
の
読
者
の
皆
様
方
の
ご

希
望
や
ご
意
見
も
沢
山
伺
っ
て
〃
く
つ

ろ
げ
る
美
術
館
づ
く
り
″
を
さ
せ
て
頂

き
た
い
／
、
と
い
う
の
が
私
の
念
願
で

す
。東

経
百
三
十
五
度
の
子
午
線
と
、
北

緯
三
十
五
度
の
交
わ
る
日
本
の
中
央
標

準
時
間
を
司
ど
る
の
は
西
脇
市
で
す
。

世
界
で
最
も
近
代
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム

で
糸
染
織
物
（
ギ
ン
ガ
ム
等
）
を
作
っ

て
い
る
西
脇
市
は
最
も
多
彩
な
織
物
を

作
っ
て
い
る
街
で
も
あ
り
ま
す
。

ケ
ッ
タ
イ
ナ
六
十
男
の
心
意
気
に
花

咲
か
せ
て
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
声
援
お

願
い
し
ま
す
。
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ヨットクラプのケーキを前に小坂さんと今田さん

海
外
旅
行
の
さ
か
ん
に
な
っ
た
近
頃

で
は
、
「
モ
ナ
コ
へ
旅
を
し
て
き
た
の

よ
」
と
い
っ
て
も
誰
も
別
に
驚
い
て
も

く
れ
な
い
け
れ
ど
「
モ
ナ
コ
の
皇
太
子

に
ケ
ー
キ
を
献
上
し
て
き
た
の
」
と
い

う
と
、
「
ヘ
ェ
ー
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

私
が
趣
味
と
実
益
を
か
ね
て
お
菓
子

作
り
を
は
じ
め
て
数
年
に
な
り
ま
す
。

そ
の
師
で
あ
る
今
田
美
奈
子
先
生
に
実

は
こ
の
お
話
が
舞
い
こ
み
、
私
も
助
手

の
一
員
と
し
て
同
行
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。モ

ナ
コ
、
と
言
え
ば
地
中
海
に
面
し

た
、
コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
浴
岸
に
あ

る
華
麗
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
、
世
界
の
お

金
持
た
ち
が
多
く
集
ま
る
場
所
と
、
あ

こ
が
れ
て
は
い
て
も
、
い
さ
さ
か
縁
遠

い
国
で
し
た
。
が
、
そ
の
国
で
王
室

や
、
政
財
界
の
方
々
に
、
私
共
の
作
っ

た
お
菓
子
を
見
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に

過
す
夢
の
様
な
出
来
事
が
現
実
に
…
。

行
事
の
多
い
モ
ナ
コ
の
中
で
も
、
殊

に
ア
ル
ベ
ル
ト
王
子
を
会
長
と
仰
ぐ
、

モ
ナ
コ
・
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
主
催
、
海
の

Ｆ
１
モ
ナ
コ
・
オ
フ
シ
ョ
ア
ー
。
グ
ラ

ン
プ
リ
は
、
時
速
一
○
○
マ
イ
ル
で
疾

走
す
る
パ
ワ
ー
ポ
ー
ト
の
競
走
で
論
人

宰
騨
鴎
竹
、
・
蝉
難
癖
縄
鍵
漂
霊
溌
鍵
盤
謂
噸
語
塀

亀

随
蕊
四
題
お
菓
子
の
旅
・
モ
ナ
コ
編
小
坂
洋
子

‐
誰
、
認
兵
』
ず
い

く
酒
画
圭
画
割
Ｉ
ム
〉

々
が
特
に
関
心
を
持
つ
も
の
の
一
つ
で

す
。
事
実
、
前
夜
祭
か
ら
私
達
は
驚
き

の
連
続
で
、
自
慢
の
パ
ワ
ー
。
ボ
ー
ト

の
上
に
、
選
手
や
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の
ギ

ャ
ル
達
を
乗
せ
て
の
街
中
の
パ
レ
ー
ド

は
、
先
導
の
音
楽
隊
と
ポ
ー
ト
の
す
ご

さ
で
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス
は
マ

シ
ン
の
遜
音
・
歓
声
・
音
楽
が
重
な
り

合
い
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を

た
っ
ぷ
り
と
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
皇

太
子
を
迎
え
て
式
典
と
表
彰
式
、
そ
し

て
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
、
私
共
の
ケ
ー
キ

瀧
職

が
花
を
そ
え
た
わ
け
で
す
。

一
○
○
○
本
の
バ
ラ
で
か
ざ
っ
た
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ
ー
キ
は
、
ヨ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
の
中
で
、
一
段
と
華
や
か
さ
を

増
し
て
い
ま
し
た
。
王
室
が
気
軽
に
出

席
さ
れ
る
モ
ナ
コ
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
素

敵
な
方
々
が
さ
り
げ
な
い
お
し
ゃ
れ
で

参
加
さ
れ
て
い
つ
の
間
に
か
は
じ
ま

り
、
そ
し
て
自
然
に
も
り
あ
が
っ
て
行

き
、
拍
手
と
か
乾
杯
の
な
い
本
当
に
な

ご
や
か
な
素
敵
な
会
で
、
こ
れ
が
モ
ナ

コ
の
エ
レ
ガ
ン
ト
の
一
部
か
と
大
変
に

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
レ
ー
ス
に
は
、
日
本
も
初
参
加

す
る
は
ず
が
諸
事
情
で
不
参
加
と
な
り

私
共
も
少
し
ば
か
り
さ
み
し
く
思
い
ま

し
た
。
カ
シ
ラ
ギ
殿
下
（
キ
ャ
ロ
リ
ー

ヌ
王
女
の
夫
君
）
が
三
位
に
な
っ
た
り

す
る
あ
の
レ
ー
ス
の
中
に
、
自
然
に
と

け
込
ん
で
行
け
る
日
本
男
子
が
、
出
来

る
こ
と
な
ら
海
の
街
神
戸
か
ら
出
現
し

て
く
れ
る
と
嬉
し
い
の
に
、
と
思
っ
た

り
し
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
夢
を
見
な
が
ら

お
菓
子
作
り
に
は
げ
ん
で
ゆ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

毛

官

眠
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写

”
副
鍵
野
津
…
園
野
鼠
や
畷
叫削

‐

廉
唾
瞬
甥
一

麹
‐
‐
農
鍵
・
鱒

苓

・
縛
驚
冊

こ
の
と
こ
ろ
、
世
の
中
パ
ー
テ
ィ
づ

い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
？
と

く
に
神
戸
は
土
地
柄
と
い
う
か
、
開
放

的
で
人
好
き
の
す
る
神
戸
っ
子
が
、
寄

る
と
さ
わ
る
と
群
れ
て
さ
わ
い
で
、
ご

機
嫌
な
パ
ー
テ
ィ
を
開
い
て
い
る
よ
う

で
す
ご
…
と
い
う
こ
と
で
、
私
も
や
は
り

パ
ー
テ
ィ
漬
か
り
。
参
加
す
る
の
も
多

い
で
す
が
、
主
催
側
に
ま
わ
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
な
ん
で
す
。
中
で
も
先
日
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
の
平
安
の
間
で
、

三
百
人
に
余
る
紳
士
淑
女
を
集
め
て
の

フ
ォ
ー
マ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
は
、
そ
れ
は

そ
れ
は
華
や
か
な
も
の
で
し
た
。
こ
れ

は
、
神
戸
ネ
オ
・
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会
主

催
の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
精
神
の
も
と
に
、

音
楽
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
匙
珪
父
パ
ー
テ

ィ
」
で
、
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て
い

る
の
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
本
ハ
ル
ミ

さ
ん
、
月
刊
神
戸
っ
子
副
編
集
長
の
小

泉
美
喜
子
さ
ん
と
私
と
い
う
、
三
人
の

、
、
、
、
、
、

独
身
女
の
、
底
力
寄
せ
あ
い
。
ハ
ー
テ
ィ

な
の
で
す
。
も
と
も
と
詣
年
の
歴
史
を

持
つ
「
日
本
ネ
オ
・
ト
ロ
ピ
カ
ル
協

会
」
（
森
美
代
子
会
長
）
か
ら
の
呼
び

か
け
で
、
恐
る
恐
る
支
部
を
発
足
さ
せ

た
の
が
今
か
ら
９
年
前
。
ダ
ン
ス
と
音

頚瀞鰯
Ｉ

随
想
四
題

パ
ー
テ
ィ
は

や
め
ら
れ
な
い

１
３４
１

楽
を
楽
し
む
…
と
い
っ
て
も
、
い
っ
た

い
神
戸
に
は
正
式
に
ソ
シ
ャ
ー
ル
ダ
ン

ス
を
す
る
人
が
オ
ラ
ヘ
ン
の
で
は
な
い

か
？
そ
ん
な
思
い
で
始
め
た
の
が
、

今
や
広
い
フ
ロ
ア
ー
に
溢
れ
る
ば
か
り

の
、
素
敵
な
カ
ッ
プ
ル
が
登
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
中
心
に
な
っ
て
い

る
カ
ッ
プ
ル
は
、
ご
夫
婦
と
い
う
の
が

多
く
、
こ
れ
が
し
っ
か
り
と
し
た
核
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
私
の
役
割
り
は
、
パ
ー
テ
ィ

の
仕
掛
人
。
毎
回
毎
回
、
パ
ー
テ
ィ
の

壇轄点

霧
…

§;§》

五

み

‐
…

麓 ■
ｈ
蛸

；
驚 瞳趨 岡

田
美
代

八
演
出
家
Ｖ

ホテルオークラ神戸でのパーティ風景

キ
イ
・
ワ
ー
ド
を
作
っ
て
、
そ
れ
に
こ

だ
わ
り
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て

い
き
ま
す
。
ち
な
み
に
今
回
は
、
神
戸

市
制
百
周
年
が
そ
の
キ
イ
・
ワ
ー
ド
。

タ
イ
ト
ル
を
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ハ
イ
カ
ラ
ナ

イ
ト
」
と
つ
け
、
会
場
は
万
国
旗
の
飾

り
つ
け
。
お
客
様
を
迎
え
る
音
楽
は
あ

の
懐
し
い
「
天
然
の
美
」
。
乾
杯
は
百

人
の
お
客
様
を
フ
ロ
ア
ー
に
扇
型
に
並

べ
、
そ
の
要
に
今
年
満
百
歳
の
中
井
一

夫
元
市
長
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
神
戸

ワ
イ
ン
で
の
豪
華
な
乾
杯
。
お
料
理
も

。
色
神
戸
に
シ
」
だ
わ
っ
た
森
シ
ェ
フ
の
演

出
。
ダ
ン
ス
音
楽
も
、
懐
し
の
メ
ロ
デ

ィ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
。
そ

し
て
ゲ
ー
ム
も
、
男
女
ペ
ア
で
走
る
人

力
車
ゲ
ー
ム
や
全
員
参
加
の
花
火
大
会

ゲ
ー
ム
（
花
火
は
火
薬
で
な
く
、
足
に
つ

け
た
風
船
を
お
互
い
に
踏
み
破
る
パ
ン

パ
ン
と
い
う
音
を
こ
じ
つ
け
た
も
の
）

な
ど
。
い
や
皆
さ
ん
よ
く
遊
ん
で
下
さ

い
ま
し
た
。
感
謝
感
謝
。

や
っ
ぱ
り
パ
ー
テ
ィ
は
や
め
ら
れ
な

い
ノ
。

□
お
知
ら
せ
／
９
月
蝿
日
（
土
）
大
津
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
日
本
ネ
オ
ト
ロ

ピ
カ
ル
協
会
「
月
見
の
宴
」
開
催
。
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瞳撰普

Ｌ

牌

こ
の
建
築
は
昭
和
五
十
八
年
夏
建
設

さ
れ
、
六
十
年
吉
田
五
十
八
賞
を
得
ら

れ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
間
で
は
大
分

評
判
に
な
っ
て
い
た
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
話
題
作
と
い
わ
れ
た
り
、
こ
れ

ま
で
の
建
築
の
概
念
か
ら
大
分
は
ず
れ

て
い
て
面
白
い
と
も
思
わ
れ
た
り
し
て

い
た
の
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
ど
う
見

て
も
こ
れ
ま
で
の
ま
つ
と
う
な
建
築
か

ら
見
て
茶
化
し
た
り
こ
け
お
ど
し
の
感

覚
が
の
ぞ
い
て
見
え
る
の
で
、
意
識
的

に
避
け
て
い
た
と
い
っ
た
方
が
よ
い
の

蕊

８Ｎ

空
間
工
作
所
を
主
宰
し
て
お
ら
れ
る
由

で
あ
る
。
早
稲
田
の
校
風
と
い
え
る
か

ど
う
か
は
別
に
し
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
の

バ
ル
セ
戸
ナ
の
十
九
世
紀
末
の
異
端
の

建
築
家
・
ガ
ウ
デ
イ
ヘ
の
注
目
の
意
識

な
ど
も
見
ら
れ
る
の
が
面
白
い
。

小
さ
な
二
棟
の
建
物
の
一
方
が
長
八

展
示
室
と
な
り
、
も
う
一
方
が
左
官
展

示
室
と
な
っ
て
い
て
、
連
続
し
て
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
接
点

に
玄
関
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
八
本
の
柱
に

支
え
ら
れ
た
上
部
が
球
形
の
ド
ー
ム
屋

根
に
な
っ
て
い
る
。

西
伊
豆
の
漁
村
に
観
光
の
目
玉
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
町
長
さ
ん
以
下
の
意
欲

と
、
建
築
家
た
ち
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ

ム
を
築
き
上
げ
よ
う
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
の
だ
が
、
こ

の
美
術
館
の
よ
う
な
も
の
の
積
み
重
ね

か
ら
近
代
建
築
を
乗
り
越
え
る
も
の
に

育
っ
て
行
く
の
か
に
つ
い
て
、
や
は
り

疑
問
視
し
た
い
気
分
を
も
っ
た
。

申

南
伊
豆
か
ら
西
伊
豆
に
か
け
て
、
な

■
●

ま
｝
」
漆
喰
壁
の
伝
統
が
地
域
で
息
今
つ
い

て
い
る
様
子
を
車
で
通
っ
て
感
じ
さ
せ

て
く
れ
て
い
た
が
、
こ
の
建
築
の
中
庭

に
も
そ
の
片
鱗
が
の
ぞ
い
て
い
た
。
ま

た
、
こ
の
伊
豆
地
域
に
あ
る
擬
洋
風
の

日
本
近
代
初
期
の
伝
統
が
、
こ
こ
で
花

開
い
た
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
全
く
自
信
は
な
い
。
た
だ
松
本
の

開
智
学
校
と
か
金
沢
の
尾
山
神
社
神
門

な
ど
だ
け
を
思
い
出
し
て
も
、
何
故
か

当
時
の
新
し
い
日
本
を
つ
く
る
稚
拙
な

努
力
に
一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思

う
と
共
に
「
盲
蛇
に
お
じ
ず
」
の
感
覚

を
見
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
り
、
い

ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
の

は
あ
り
が
た
か
っ
た
。

八
そ
の
皿
Ｖ

伊
豆
・
長
八
美
術
館

ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
よ
り

日
本
近
代
初
期
が
見
え
た

嶋
田
勝
次
八
神
戸
大
学
工
学
部
農
学
科
教
授
ｖ

鰯

●

▲伊豆・長八美術館

ｄ
誰

１
３５
１

だ
が
、
伊
豆
に
出
掛
け
た
折
に
、
そ
の

前
を
車
で
通
り
か
か
っ
て
、
立
ち
寄
る

は
め
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

西
伊
豆
の
中
部
と
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
漁
村
の
中
に
無
理
し
て
観
光
資
源

と
し
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
美
術
館
と
思

わ
れ
る
の
だ
が
、
江
戸
時
代
末
期
に
こ

コ
テ

の
松
崎
町
が
生
ん
だ
左
官
銀
職
人
と
し

て
「
左
甚
五
郎
」
伝
説
で
象
徴
さ
れ
る

本
名
入
江
長
八
を
顕
彰
し
て
、
日
本
左

官
業
組
合
連
合
会
の
物
心
両
面
に
わ
た

る
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
に
つ

く
ら
れ
て
来
た
よ
う
だ
し
、
全
国
か
ら

選
ば
れ
た
左
官
職
人
た
ち
の
誇
り
を
も

っ
て
腕
を
ふ
る
っ
た
結
果
の
産
物
が
こ

こ
に
凝
縮
し
て
あ
る
。
江
戸
時
代
以
降

の
職
人
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
こ
こ
で
見

ら
れ
る
の
は
よ
い
の
だ
が
、
こ
こ
の
展

示
物
か
ら
ど
こ
ま
で
そ
の
技
術
の
腕
が

見
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。
最
近
の
建

築
で
は
、
特
に
湿
式
で
は
な
く
、
乾
式

構
法
の
パ
ネ
ル
を
貼
り
ま
く
っ
て
来
て

い
る
建
築
か
ら
、
て
い
ね
い
な
左
官
仕

事
を
鑑
賞
す
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
一
層
こ
こ
で
そ
の
心

意
気
だ
け
で
も
見
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
の
だ
が
、
と
思
う
。

こ
の
津
蕊
奉
家
・
石
山
修
武
氏
は
、
昭

和
十
九
年
岡
山
生
ま
れ
の
建
築
家
で
早

稲
田
大
学
建
築
学
科
教
授
で
脂
の
乗
り

切
っ
た
年
代
と
い
え
よ
う
。
ダ
ム
ダ
ン
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の
宿は

ず
れ
か
ら
は
の
う
ぜ
ん
か
つ
ら
の
花
が
見
お
ろ
し
て
い

る
。
色
と
り
ど
り
の
花
の
な
か
を
、
石
垣
の
う
え
を
、
窓
の

ま
え
を
、
遠
く
近
く
赤
と
ん
ぼ
が
群
な
し
て
と
ん
で
い
る
。

納
屋
の
ま
え
に
数
本
、
屋
根
ま
で
ま
っ
す
ぐ
の
ぼ
っ
て

い
る
の
は
朝
顔
か
夕
顔
か
。
葉
は
丸
葉
で
夕
顔
の
よ
う
だ

が
、
夕
方
に
な
っ
て
も
開
か
な
い
か
ら
朝
顔
だ
ろ
う
か
。

ひ
と
つ
の
葉
の
も
と
の
と
こ
ろ
か
ら
い
く
つ
も
花
芽
の
出

て
い
る
ぐ
あ
い
は
、
朝
顔
で
も
夕
顔
で
も
な
い
別
も
の
で

あ
る
よ
う
で
。
宿
の
人
に
き
く
と
、
山
ぎ
わ
で
見
つ
け
て

取
っ
て
き
て
植
え
た
も
の
で
、
名
前
は
わ
か
ら
な
い
。
朝

咲
く
か
ら
朝
顔
か
な
あ
、
と
い
う
こ
と
で
。
次
の
朝
、
見

事
に
開
い
た
白
い
花
の
ま
え
を
通
っ
て
川
の
そ
ば
の
空
地

に
お
り
て
い
く
と
、
朝
の
光
に
羽
根
を
ぬ
ら
し
て
飛
び
か

い
、
見
上
げ
る
と
頭
上
の
電
線
に
ず
ら
り
と
並
ん
で
と
ま

っ
て
い
た
赤
と
ん
ぼ
。

旅
の
か
た
ち

随
想

〈
昭
〉

山
頂
へ
向
か
う
尾
根
を
の
ぼ
っ
て
い
く
と
、
右
手
に
ひ

ろ
が
る
谷
か
ら
風
が
吹
き
あ
げ
て
き
て
、
左
手
の
谷
へ
尾

根
を
越
え
て
い
く
。
崖
ぎ
わ
の
わ
ず
か
の
草
木
は
み
な
風

に
打
た
れ
て
倒
れ
伏
し
て
い
る
。
枝
は
曲
が
り
茎
は
よ
じ

れ
葉
は
ち
ぢ
れ
て
。
風
は
絶
え
ま
な
く
吹
き
つ
づ
け
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
絶
え
ま
な
く
尾
根
を
越
え
て
い
く
の
だ
ろ

う
。
そ
の
風
の
な
か
で
た
く
さ
ん
の
赤
と
ん
ぼ
を
見
た
。

風
に
乗
り
風
に
逆
ら
い
高
く
低
く
た
く
さ
ん
の
赤
と
ん
ぼ

が
尾
根
を
と
ん
で
い
た
。
こ
ん
な
高
い
と
こ
ろ
に
、
こ
ん

な
吹
き
っ
さ
ら
し
の
と
こ
ろ
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
赤

と
ん
ぼ
が
。
ひ
ろ
が
り
の
び
る
は
る
か
な
山
並
み
の
明
る

い
影
の
重
な
り
を
背
に
、
お
も
い
が
け
ず
お
も
い
が
け
な

い
と
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ
た
お
も
い
が
け
な
い
た
ま
し
い
の

よ
う
な
、
あ
え
か
に
浮
い
て
漂
う
た
ま
し
い
の
よ
う
な
も

の
た
ち
。
足
も
と
に
は
岩
に
し
が
み
つ
く
花
々
・
耳
も
と

を
過
ぎ
る
風
の
音
に
ま
じ
る
烏
の
声
。
た
え
ず
夢
の
よ
う

に
う
ぐ
い
す
の
声
。
雲
の
影
が
く
っ
き
り
と
山
肌
を
染
め

て
近
づ
い
て
く
る
。

山
ふ
と
こ
ろ
の
村
の
宿
は
、
谷
川
ぞ
い
の
道
に
面
し
て

高
い
石
垣
の
う
え
に
立
っ
て
い
た
。
ひ
ま
わ
り
が
揺
れ
、

ふ
よ
う
の
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
、
あ
じ
さ
い
が
咲
き
残
り
、

ほ
う
せ
ん
か
、
つ
め
き
り
そ
う
謡
に
ち
に
ち
そ
う
、
軒
の

脇
道
を
た
ど
っ
て
、
谷
川
へ
お
り
て
い
く
と
、
稲
の
葉

の
そ
よ
ぐ
田
の
隅
で
、
沢
ガ
ー
ー
が
い
て
黒
い
丸
い
も
の
を

い
く
つ
も
抱
え
こ
ん
で
い
る
。
し
ゃ
が
ん
で
よ
く
見
る

と
、
こ
と
は
逆
で
あ
っ
て
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
沢
ガ
ニ

に
く
ら
い
つ
い
て
い
る
の
だ
。
丸
々
と
ふ
と
っ
た
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
が
勢
い
よ
く
尾
を
振
り
体
を
揺
す
っ
て
い
る
。

安
水
稔
和

絵
／
中
西
勝

１
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気
が
つ
く
と
畦
ぞ
い
に
た
く
さ
ん
泳
い
で
い
る
。
そ
れ
に

し
て
も
今
ご
ろ
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
と
は
。

川
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
畑
が
あ
っ
た
。
人
の
背
よ
り
も

高
く
茂
っ
た
蔓
の
先
に
赤
い
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
よ

く
見
る
と
、
大
き
い
の
で
四
十
セ
ン
チ
を
こ
え
る
莱
が
葉

の
あ
い
だ
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
。
花
が
赤
い
か
ら
赤
い

豆
が
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
な
い
か
。
ま

た
、
川
に
出
た
。
川
下
か
ら
川
面
を
伝
っ
て
大
き
な
揚
羽

蝶
が
飛
ん
で
き
た
。
川
ぞ
い
の
木
立
を
ぬ
っ
て
川
上
へ
ｏ

見
送
っ
て
ほ
っ
と
一
息
つ
く
ま
も
な
く
、
ま
た
川
下
か
ら

川
面
を
伝
っ
て
鮮
や
か
な
幻
が
ゆ
ら
り
と
。

宿
で
千
本
場
き
を
み
せ
て
く
れ
た
。
ふ
つ
う
の
杵
で
は

な
く
て
木
の
棒
で
、
一
人
で
な
く
て
三
人
が
か
り
で
、
三

人
そ
れ
ぞ
れ
木
の
棒
を
持
っ
て
か
わ
る
が
わ
る
揺
ぐ
。
掛

け
声
は
ヤ
ホ
ヘ
・
最
初
の
人
が
ヤ
、
次
の
人
が
ホ
、
三
人

目
が
へ
、
ヤ
ホ
ヘ
ャ
ホ
ヘ
と
掛
け
声
か
け
て
鳴
き
あ
げ
る
。

宿
の
人
の
話
で
は
、
昔
こ
の
村
で
は
毎
年
大
晦
日
に
山
へ

若
い
娘
を
さ
し
だ
し
て
い
た
が
、
え
ら
い
お
坊
さ
ま
の
お

か
げ
で
さ
し
だ
さ
な
く
て
も
よ
く
な
っ
て
論
か
わ
り
に
餅

を
鴨
い
て
供
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
か
。
ヤ
ホ
ヘ
と
い
う

掛
け
声
は
お
坊
さ
ま
の
発
案
で
、
こ
の
掛
け
声
だ
と
シ
バ

が
と
ば
な
い
と
か
。
潟
く
の
を
見
て
い
る
と
、
な
か
な
か

威
勢
が
い
い
。
な
れ
な
い
と
三
人
息
を
合
わ
せ
る
の
が
大

変
な
よ
う
で
。
ヤ
ホ
ヘ
ャ
ホ
ヘ
と
せ
わ
し
な
く
ヤ
ホ
ヘ
ャ

ホ
ヘ
と
つ
づ
け
さ
ま
に
鴨
き
つ
づ
け
て
、
頃
あ
い
を
み
て

ヤ
ホ
ヘ
を
止
め
て
手
水
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

一
二
三
一
二
三
ヤ
ホ
ヘ
ャ
ホ
ヘ
と
鵜
く
の
を
み
な
が

ら
、
ど
こ
か
似
て
い
て
全
然
ち
が
う
掛
声
を
ど
こ
か
で
き

い
た
な
あ
と
考
え
て
い
た
ら
。
思
い
出
し
た
、
花
祭
だ
。

ひ
と
こ
ろ
通
い
つ
め
た
奥
三
河
の
霜
月
神
楽
花
祭
。
ト
ー

ホ
ヘ
ト
ホ
ヘ
と
も
テ
ー
ヘ
ロ
テ
ヘ
ロ
と
も
い
っ
て
舞
う
。

ト
ホ
ヘ
と
ヤ
ホ
ヘ
は
似
て
い
る
が
、
ト
ホ
ヘ
ト
ホ
ヘ
で
は

８－
”mＳ

■

' ＷＬも、1 4 4 . 句や０８？．．８？

仏
て
い
る
か
、
ト
ホ
ヘ
ト
ホ
ヘ
で
は

な
い
、
ト
ー
ホ
ヘ
ニ
ホ
ヘ
と
舞
う
。

石
の
臼
を
囲
ん
で
の
千
本
鴇
き
を
眼

前
に
、
土
の
か
ま
ど
の
火
を
囲
ん
で

の
花
の
舞
を
ぼ
ん
や
り
と
お
も
い
だ

し
た
り
し
て
。
似
て
異
な
り
、
異
な

り
つ
つ
も
同
じ
人
の
世
の
な
つ
か
し

い
仕
草
、
う
れ
し
い
身
振
り
、
重
さ

ね
て
見
詰
め
て
。
そ
ろ
そ
ろ
餅
は
場

き
あ
が
っ
た
か
な
。
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小
学
校
の
二
、
三
年
生
の
こ
ろ
だ
っ
た
か
、
夏
休
み
中

の
日
記
を
書
く
こ
と
が
宿
題
に
出
た
。
私
は
ほ
と
ん
ど
毎

日
「
あ
さ
お
き
て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
し
て
ね
た
」

と
書
き
続
け
た
。
返
し
て
も
ら
っ
て
先
生
の
批
評
を
み
る

と
、
「
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
」
「
な

に
か
変
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
」
な
ど
と
書
か

れ
て
い
た
の
を
お
ぼ
え
て
い
る
。

私
の
書
い
た
こ
と
は
虚
偽
で
は
な
い
か
ら
仕
方
が
な
い

の
だ
。
い
ま
考
え
直
し
て
み
る
と
、
「
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
」

は
毎
日
繰
り
返
え
さ
れ
る
日
常
を
意
味
し
、
先
生
の
い
う

「
な
に
か
変
っ
た
こ
と
」
と
は
特
別
な
出
来
事
の
こ
と

●
●
●

で
、
い
わ
ば
非
日
常
と
し
て
の
一
回
き
り
の
行
為
や
事
件

を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

毎
日
毎
日
の
日
常
は
同
じ
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
だ
が
、

人
生
の
大
半
は
そ
の
よ
う
な
平
凡
で
占
め
ら
れ
、
そ
の
こ

と
が
累
積
し
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
変
っ
た
こ
と
は
滅
多
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、

何
度
も
何
度
も
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
が
急
に
人

生
を
変
え
た
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
袈
裟
で
な
く
て
も
、
永
く

記
憶
に
残
る
も
の
だ
。

当
時
の
私
の
「
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
」
の
詳
細
は
次
の
よ

う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
朝
起
き
て
顔
を
洗
っ
て
朝
飯
を
食

べ
て
…
…
と
い
う
不
動
の
反
覆
の
合
間
に
は
、
屋
外
で
遊

ん
だ
。
走
っ
た
り
、
木
に
登
っ
た
り
、
川
に
入
っ
た
り
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
の
行
為
は
、
単
な
る
時
間
過
ご
し

俳風
エッセイ

な
に
か
変
っ
た
こ
と

に
す
ぎ
な
い
よ
う
だ
が
、
し
か
し
木
に
登
っ
て
枝
が
折
れ

た
り
足
を
滑
ら
せ
て
木
か
ら
落
ち
る
体
験
に
よ
っ
て
、
物

質
の
強
度
や
さ
ま
ざ
ま
の
物
理
学
が
ぼ
ん
や
り
と
理
解
さ

れ
る
。
私
の
家
の
前
に
は
石
屋
川
が
流
れ
て
い
た
の
で
、

川
砂
や
石
で
水
を
堰
き
と
め
、
そ
れ
が
や
が
て
決
壊
す
る

の
を
見
て
、
知
ら
ぬ
ま
に
流
体
力
学
を
体
験
し
た
り
も
す

る
。
路
傍
の
雑
草
や
山
川
の
虫
や
鳥
な
ど
を
追
う
て
い
る

う
ち
に
動
植
物
の
生
態
に
接
し
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
近

所
の
友
だ
ち
と
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
に
興
ず
る
こ
と
に
よ
っ

て
人
間
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
日
常
の
「
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
」
は
、
個
々
に
つ
い

て
は
と
り
た
て
て
目
ざ
ま
し
い
特
徴
は
な
い
が
、
沢
山
積

み
上
げ
る
う
ち
に
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
何
物
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
有
り
ふ
れ
た
日
常
の
繰
り
返
し
は
、
生
活

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

に
ひ
き
か
え
稀
に
起
き
る
際
立
っ
た
身
辺
の
出
来
事
は
、

何
月
何
日
の
記
録
と
し
て
そ
の
上
に
顕
著
に
残
る
。
大
き

な
台
風
襲
来
、
い
と
こ
の
死
、
サ
ー
カ
ス
を
見
に
行
っ
た

こ
と
、
は
じ
め
て
琵
琶
湖
ま
で
行
っ
た
こ
と
、
二
・
二
六

事
件
、
戦
争
勃
発
な
ど
な
ど
、
こ
れ
ら
は
私
の
少
年
時
代

の
非
日
常
の
事
件
と
し
て
突
出
し
て
い
る
。

は
れ

け

「
晴
」
に
対
し
て
「
褒
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
蕊

わ
た
く
し

は
い
つ
ば
ん
に
は
普
段
の
ま
ま
の
私
的
な
日
常
を
指
す
。

毎
日
の
些
細
な
「
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
」
で
あ
る
。
だ
か
ら

晴
は
非
日
常
で
、
緊
張
や
形
式
張
っ
た
気
持
を
と
も
な

文
・
和
田
悟
朗

絵
・
津
高
和
一
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う
。
今
年
は
松
尾
芭
蕉
の
「
お
く
の
ほ
そ
み
ち
」
三
百
年

目
の
記
念
の
年
で
、
奥
州
は
い
ま
そ
こ
を
歩
い
て
み
よ
う

と
い
う
人
達
で
た
い
へ
ん
賑
わ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の

芭
蕉
が
「
旅
を
住
み
か
と
す
」
「
古
人
も
多
く
旅
に
死
せ
る

あ
り
」
な
ど
と
書
い
て
い
る
。
旅
は
非
日
常
で
あ
り
、
ま

し
て
旅
に
死
す
（
客
死
）
と
は
、
非
日
常
の
き
わ
み
で
あ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
芭
蕉
は
旅
を
住
み
か
（
日
常
）
に
し
よ

う
と
い
う
の
だ
。
む
か
し
は
ふ
つ
う
、
旅
に
出
る
と
突
発

的
な
思
い
か
け
ぬ
こ
と
に
遷
遇
し
、
不
便
や
困
難
や
危
険

の
中
を
た
え
ず
緊
張
し
な
が
ら
一
日
一
日
を
送
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
今
日
の
よ
う
に
旅
行
会
社
が
万
事
親

切
に
準
備
や
案
内
を
整
え
て
く
れ
、
し
た
が
っ
て
む
し
ろ

日
常
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
団
体
旅
行

品
識
秘
唾
鋤

丑

に
加
わ
る
と
い
う
場
合
と
は
全
く
逆
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
芭
蕉
は
旅
の
中
で
日
常
生
活
を
続
け
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
生
は
一
つ
の
旅
路
で
あ
る
と

い
う
思
想
に
従
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
誰
も
が
旅
を
住
み
か
と

し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

俳
句
で
は
季
節
感
と
い
う
も
の
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。
地
球
の
上
で
、
ど
の
場
所
で
ど
の
月
日
と
い
う
空

間
と
時
間
の
位
置
を
設
定
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
季
節
感

は
ほ
と
ん
ど
予
想
通
り
に
決
定
し
て
い
ま
う
。
こ
の
よ
う

な
確
か
さ
は
弥
生
人
的
、
あ
る
い
は
農
耕
民
族
的
な
期
待

感
に
基
づ
い
て
お
り
、
季
節
感
と
い
う
も
の
に
は
あ
ま
り

意
外
性
な
ど
は
な
い
の
で
あ
る
。
幸
い
、
日
本
で
は
雨
が

降
っ
た
り
雷
が
鳴
っ
た
り
し
て
、
天
候
に
は
日
々
多
少

「
変
っ
た
こ
と
」
が
起
こ
り
う
る
が
、
砂
漠
地
帯
で
は
そ

れ
す
ら
な
い
。

最
近
、
あ
る
俳
人
た
ち
が
、
決
ま
り
き
っ
た
季
節
感
に

基
づ
く
従
来
の
「
歳
時
記
」
と
は
違
っ
て
、
別
の
分
類
に

よ
っ
て
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
を
見
直
そ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
中
に
「
生
き
る
」
「
働
く
」
「
遊
ぶ
」
等
々
の
項

目
が
出
て
来
る
。
そ
し
て
と
う
と
う
「
冠
婚
葬
祭
」
を
遊

び
の
中
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
来
、
冠
婚
葬
祭
は
儀
式

（
晴
）
で
あ
っ
た
が
、
現
代
感
覚
で
は
遊
び
（
護
）
で
あ

る
ら
し
い
。
も
っ
と
も
遊
び
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が

次
の
問
題
と
な
る
の
だ
が
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
」
と
「
な
に

か
変
っ
た
こ
と
」
は
生
涯
に
起
こ
る
別
々
の
波
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
に
は
、
予
期
さ
れ
る
未
来
と
、
予
期
さ
れ
な
い

未
来
と
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
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